
令和５年度｢小・中学校ジョイントスクール推進事業｣白銀南中学校区実践計画書 

 

事務局 八戸市立白銀南中学校（担当職・氏名：教諭・吉岡津貴教） 

 

１ 主題（１年次） 

『児童・生徒の自己有用感を育むための小中連携および地学連携はどうあればよいか』 

 

２ 主題設定の理由 

  本学区の児童・生徒は、諸調査の結果から自己有用感があまり高くないという結果が現れ

ている。そこで、小学校における子どもの実態と、中学校に入学してからの子どもの成長を小・中

学校教員がお互いに確認、共有するとともに、小・中学校において自己有用感を高める具体的な取

組を実践する。また、本学区の特色である「すこやかみなみネット」を生かし、教職員・保護者・

地域住民が協力することにより、児童・生徒の自己有用感を高めていきたい。 

 

３ 小・中学校ジョイントスクール推進事業を推進するための組織 

 

   ○学習指導部（◎研修主任） 

「質の高い授業づくり」 

 ・校内研究計画の共通理解、課題の共有 

 ・授業公開、授業研究の実施 

   

   

   

   ○生活指導部（◎生徒指導主任） 

「家庭・地域社会との連携づくり」 

 ・規則、しつけ等についての確認 

 ・定期的な情報交換 

  

 

白銀南小・中学校   

ジョイントスクール推進委員会   ○行事連携部（◎教務主任） 

「小中連携のための環境づくり」 

・行事の相互参観、地域行事への参加 

・合同実施 

   

   

   

○特別支援教育連携部（◎特別支援学級担当者） 

「特別支援教育に係る協力体制づくり」 

 ・情報交換及び連携 

 ・協力体制の確立 

 

 

４ 中学校区の重点指導項目 

 
白銀南中学校区 重点指導項目 

 

  

① 進んで、気持ちのよい挨拶ができる 

② 正しい言葉遣いで、はっきり話すことができる 

③ 目標をもち、粘り強く努力することができる 



 


